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 臨時観測点(●)は、主にプレートの構造を知るため Fig.1 のように新宮と河内長野を
結ぶ測線上に設置され、それぞれ河内長野側から SK01 から SK12 と名付けられた。（こ








(12V36AH 、Fig.2-(d))などからなり、主に Fig.3 のように 3 通りの接続方法を用い
た。なお接続方法は電力供給の方法により分類したものである。 













観測を開始した当初は Fig.3-(a)の接続方法を用いた。1 ヶ月に 1 回バッテリーの交
換を行った。暖かいころはバッテリーの温度特性がよいほうに働き、バッテリーは 2
本で 1 ヶ月間(バッテリー1 本だと 20 日間)はデータロガの駆動ができたが、晩秋以降
の寒い季節はバッテリー2 本で 1 ヶ月間はデータロガの駆動ができず、3 本を並列接続
して用いた。しかしながら毎回 3 本のバッテリー交換を行うことになると、データ回
収の際に全体で 3本×12 ヶ所の計 36 本のバッテリーを持っていくことになり 1本あた


















うになっている。データ回収は1月に 1回 CFカードを交換することにより行っている。 
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１分間のファイルとして回収される。これら 1 分ファイルは 1 時間ごとのディレクト
リに保存され、更にそのディレクトリは 1 日ごとのディレクトリに保存されていると









流れを Fig.30 に示す。 
また、これら一連の操作を段階ごとにシェルスクリプトにしマージ作業を円滑に行っ
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Fig.4 設置場所 











   
Fig.5 SK01-１             Fig.6 SK01-2 
   
Fig.7 SK02              Fig.8 SK03-1 
   
Fig.9 SK03-2             Fig.10 SK03-3 








Fig.11 SK04-１            Fig.12 SK04-2 
     
Fig.15 SK06-１                       Fig.16 SK07-１ 
    
Fig.13 SK05-１                       Fig.14 SK05-2 










    
Fig.21 SK10-１                       Fig.22 SK10-2 
     
Fig.19 SK09-１                       Fig.20 SK09-2 
     
Fig.17 SK08-１                      Fig.18 SK08-2 










    
Fig.23 SK11-１                      Fig.24 SK11-2 
     
Fig.25 SK12-１                       Fig.26 SK12-2 
    
Fig.27 雪                         Fig.28 がけ崩れ 
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Fig．29 マージ作業概念図 
 
 
 
Fig．30 マージ作業の流れ 
